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PRESS RELEASE  2023/10/3      
 

低利用資源の紅藻"ダルス"から紫外線防御物質MAAs調製法を確立 
～効率的な調製法を検討、異なる条件で含有量と組成を比較～ 

 

ポイント 
・2022年の函館市臼尻町産の紅藻"ダルス"から、新たな調製法で得たMAAs を過去の結果と比較。 
・3月の試料で最も高いMAAs 含有量を示し、調製法が月別変動に影響を受けないことが判明。 
・異なる抽出溶媒容量と抽出回数による影響を検討し、効率的なMAAs調製法の確立に貢献。 

 

概要 
北海道大学大学院水産科学院修士課程 2年の山本竜矢氏、同大学大学院水産科学研究院の岸村栄毅

教授と熊谷祐也准教授らの研究グループは、紫外線防御物質であるマイコスポリン様アミノ酸*1

（MAAs）の調製法を用いて 2022年 1月～5月の期間で函館市臼尻町から採れたダルス（Devaleraea 
inkyuleei）由来のMAAs含有量について月別変動を調査し、過去の結果と比較しました。そして、異
なる抽出溶媒量によるMAAsの抽出量と抽出残渣に残存するMAAs量について調べました。 
ダルスは寒い地域に生育する紅藻で、日本では北海道から岩手県にかけて生育しています。また、

MAAs は海洋生物が作り出す天然の紫外線防御物質で、安全で環境に優しい化合物として注目されて
います。しかし海洋生物の生体内にMAAsは微量しか含まれていません。先行研究によって、含有量
は季節や環境要因によって変動することが示されました。本研究では、従来のMAAs調製方法を改善
し、抽出期間を 7日間から 3日間へと短縮、抽出溶媒を化粧品配合禁止成分であるメタノールからエ
タノールへと変更しました。このような新たな調製法を取り入れて、低利用資源であるダルスの
MAAs 含有量の月別変動を調査することにしました。 
本研究で調査した 2022年のダルスは、過去 3年間の結果と同様に 2月から 3月にかけて最大とな

り、特に 3 月の試料で最も高い MAAs 含有量を示しました（図 1）。また、新たな調製法を用いても
MAAs の月別変動の調査に影響しないことを確認しました。調製法の改善により、抽出溶媒を試料に
対して 40倍容量にしたところ、20倍容量の場合と比較して 1.3倍多くのMAAs を調製できました。
抽出残渣にはMAAs が残存しており、40倍容量で 2回以上の抽出を行うことで多くのMAAsを回収
できることを示しました（図 3）。 
本研究は、低利用資源であるダルスの有効利用と環境に優しい天然の紫外線防御物質MAAsの産業

利用の推進に貢献することが期待されます。 
なお、本研究成果は、2023年 9月 7日（木）に Phycology誌でオンライン掲載されました。 

 
  試料として用いた函館市臼尻町のダルス 

海外では食経験のある海藻だが、日本国内では
ほとんどが未利用。また、図のように昆布養殖
のロープに繁茂し光を遮ることから邪魔物と
して除去されている。ダルスには複数の有用な
化学成分が豊富に含有されることが明らかに
なってきている。 
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【背景】 
海洋生物に特有の紫外線防御物質マイコスポリン様アミノ酸（MAAs）は、天然の紫外線防御物質

として注目されていますが、その生体内含有量は微量です。先行研究より、紅藻類におけるMAAs含
有量は季節や環境要因によって変動することがわかってきました。MAAsの有効利用には、MAAsが
最も多く含まれている時期を見つけること、そして効率的な調製法の開発が不可欠です。 
そこで本研究では、函館市臼尻町産の紅藻ダルス由来MAAs 含有量の月別変動を調査し、研究グル

ープが昨年度確立した調製法を改善しました。 
 
【研究手法】 

試料としたダルスは函館市臼尻町で 2022 年 1～5 月に採取しました。採取した試料は凍結乾燥し
た後、微粉末としました。微粉末の重量に対して 25%エタノールを 20倍容量添加し、4℃で 24時間
静置しました。抽出液の上清をエバポレーターで乾固させ、得られたものを粗MAAs としました。高
速液体クロマトグラフィー（HPLC）により各MAAを分離し、その濃度はランベルトベールの法則及
び HPLC のピーク面積比から算出しました。効率的な調製法の検討では、抽出溶媒を乾燥試料の 20
倍容量または 40倍容量の条件で抽出操作を行い、収量や組成について調べました。 

 
【研究成果】 

2022 年のダルスは、3 月の試料が最も高い MAAs 含有量を示しました。ダルスの MAAs 含有量が
最大となる時期は、過去 3 年間と同様に 2 月から 3 月であることが示されました（図 1）。また、新
たな調製法を用いてもMAAsの月別変動の調査に影響しないことが確認されました。調製法を改善し
抽出溶媒の容量を 40倍にしたところ、20倍の場合と比較して 1.3倍多くのMAAs を調製できました
（図 2a）。また、その MAA 組成に違いがあることが確認されました（図 2b）。抽出残渣には MAAs
が残存しており、40 倍容量で 2 回以上の抽出を行うことで最も多く MAAs を調製できる可能性が示
唆されました（図 3）。 

 
【今後への期待】 

本研究成果は低利用資源であるダルスの有効利用と環境に優しい天然の紫外線防御物質 MAAs の
産業利用の推進が期待されます。 
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【参考図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. MAA含有量と紅斑紫外線量＊2。黄色、灰色、青色、緑色のバーと折れ線はそれぞれ 2019年、2020
年、2021年、2022年のMAA含有量（％）と紅斑紫外線量（mW/m2）を表す。 
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図 2. 抽出溶媒容量がMAAs収量に与える影響。（a）異なる抽出容量によるMAAs含有量。25％エタノ
ールの二つの容量（20 倍と 40 倍）で評価した。（b）異なる抽出方法によって得られた MAA のモル
比率。水-メタノール抽出のデータは、2021年 3月 25日に採取されたダルスから得た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. 抽出回数がMAA含有量に及ぼす影響。2022年 3月 24日に採取されたダルスを使用した。MAAs
は、20 倍容量または 40 倍容量の 25％エタノールで、4℃で 24 時間抽出した。抽出は 5 回行った。
それぞれの抽出方法によるMAAs含有量は、26.4と 33.8 µmol/g DWであった。 

 

【用語解説】 
＊1 マイコスポリン様アミノ酸 … 海洋生物特有の天然の紫外線防御物質。紫外線吸収作用に加え、抗
酸化作用や線維芽細胞増殖効果が報告されている。Mycosporine-like Amino Acidの頭文字からMAA
と呼ばれ、これまでに 30種類以上のMAAが発見されている。複数のMAAを指す場合は、MAAs と
される。 

＊2 紅斑紫外線量 … 紫外線が人体へ及ぼす影響の度合を示す量。紅斑とは、紫外線を浴びた後皮膚が
赤くなること。紫外線が人体へ及ぼす影響は波長によって異なるため、290 nm～400 nm の波長範囲
について、波長別紫外線強度に人体への相対影響度を波長毎に掛け、積算して算出される。 


